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TEAM JLOC
88 号車　マネパ     ランボルギーニ　 織戸 学／青木 孝行
87号車　ラ・セーヌ ランボルギーニ 吉本 大樹／山内 英輝
86号車　クリスタルクロコ ランボルギーニ  山西 康司／細川 慎弥

公式予選
日付：2013年 7月 27日 ( 土 )
天候：曇り時々雨
予選結果：88号車 21 位、87号車 20 位、86号車 7 位
観客動員数 : 9,500 人

86号車Q1突破も88・87号車はトラブルでQ２進めず厳しい結果に

シーズン折り返しとなる第 4戦、朝から霧が立ちこめる中、練習走行も霧雨のコンディ
ションで開始となりました。途中、視界不良の為に赤旗中断が度々入る中で予選への
セットアップを各車進めました。

曇りコンディションで開始された予選、降雨は無くセッションは進みましたが、88号
車・87号車ともにトラブルによりQ1クリアならず、86号車のみQ2にて 7位とい
う予選結果となりました。

88号車 エンジニア牧野成伸 コメント
予選前のフリー走行がウェット路面からドライ路面に変化する中、確かな手応えの有
る車のバランスに仕上がりスリックタイヤに交換、織戸選手の義務周回を終了し、青
木選手へ交代。絶えず変化する路面とタイヤとのバランスを取りポジション上位に。
セッション終盤に 5速ホールド状態になり、緊急ピットイン。修復を試みましたが、
チェッカーフラッグになりました。
予選までのインターバルでメカニックが修復、動作確認し予選に備えました。
Q1を織戸選手でアタック、予選アタック中に再びシフトトラブルになり、再度仕切り
なおしてアタックを試みましたが、トラブルになり予選 21位となりました。

88号車 織戸学 コメント
午前中のテスト走行よりトラブルが出てしまい、予選時まで引きずってしまいました。
僕自身もQ１で思い切り遅い車両に詰まってしまい、タイムを出せずにその後走行が
困難な状況に。
何とも悔しい予選でした。速さはあっただけに残念です、日曜日決勝までに解消する
事を祈ります。



88号車 青木孝行 コメント
トラブルによりタイムアタックすることが出来ませんでしたが、車のポテンシャルは
確認できました。

87号車 エンジニア市川吉正 コメント
コースはドライ。午前中の練習ではコースがウェットから始まり最後はドライに変化。
完全ドライセットを確認出来ないままの予選に午前中の練習時、両選手とも車両セッ
トに関して悪くないとの事でした。
Q1は天気も不安定な状態なので、早めのコースイン。１ラップ、２ラップと順調にタ
イムを上げたが、まさかのリヤハブのトラブルでピットイン。修理する時間の無いまま、
Q１で 20位となり、Q２担当の山内選手はアタックする事は出来なかった。

87号車 吉本大樹 コメント
フリー走行はウェット（後半ドライ路面）となりましたが、事前の鈴鹿テストの結果、
また、午前のウェット路面でのフィーリングからマシンバランスは良いということで、
予選・決勝でのタイヤのセット数を考慮し無駄に距離は走らず待機の時間が続きまし
た。その少ない走行で２番手、コンディションが不安定だったこともあり、各車本来
のパフォーマンスはまだ発揮していなかったので油断はできませんでしたが、マシン
フィーリングが良い事は確認できたので予選には大きな期待をよせていました。
しかし、僕が担当したQ1予選の最初のアタックラップは 61号車に引っ掛かり、気を
取り直してアタックを行った２周目に左リアタイヤのナットが緩んでしまい、アタッ
クできないまま予選を終えてしまいました。ガヤルド本来のパフォーマンスが戻って
きたレースの予選での不運だったので非常に残念な結果となってしまいました。

87号車 山内英輝 コメント
朝の練習が 2番手と好調で、予選で上位にいけるパフォーマンスがありました。吉本
選手がQ1を担当。自分はQ2担当。
予選が始まり、ホイールナットが緩み 1度ピットイン。締め直して再スタートしたの
ですが、ホイールナットの不良のため、予選アタックが出来ずQ1で敗退しました。

86号車 エンジニア平井成治 コメント
今回は朝の走り初めから車のバランスが良く。通常であればなかなか難しかった練習
走行での細川選手のニュータイヤでの経験を積ませることが出来、そのことがQ2で
のポジションアップに繋がったと思います。

86号車 山西康司 コメント
フリー走行のタイヤテストに参加無しで、レインからドライに変わる中で予選をむか
え、殆ど初めてアタックしたラップでQ1に残りました。
細川選手が見事なラップで 7位となり、決勝へのモチベーションを高めてくれました。
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86号車 細川慎弥 コメント
セパンでのバランスをもとに今回は柔らかめのセッティングで持ち込みました。走り
出しからバランスも良く、山西選手、エンジニアの提案でニュータイヤも履かせても
らいました。走行時間が少ない中、予選を想定した走りもできました。
山西選手がQ1を突破してくれ 86号車はQ2に進出。フリー走行でのマーキングタイ
ヤ管理ミスによりQ2はリヤだけユーズドでのアタックでしたが、その状況がかえっ
て開き直る事が出来て良いアタックをすることが出来ました。これまでの予選で 1番
自分の走りに手応えを感じられる予選でした。

決勝レース
日付：2013年 7月 28日 ( 日 )
天候：曇りのち雨
決勝結果：88号車 18 位、87号車 5 位、86号車 12 位
観客動員数 : 26,500 人

87号車、後方20位スタートから怒濤の追い上げで5位入賞

曇り空から時々青空も顔を見せる決勝日朝、昨日のトラブルをチーム一丸となり克服
しフリー走行に挑みました。決勝も同コンディションにてレーススタート。予選 7位
の 86号車はもちろんの事、戦略的ピットスタートを選択した 88号車、そして 87号
車共に順調に順位を上げていきました。

途中 87号車はタイヤトラブルにより予定外のピットインを強いられましたが、終盤に
レインコンディションとなる中、88号車・87号車はステイを選択し大幅なポジショ
ンアップ。88号車は不運なタイヤトラブルでポイント圏外となるも、87号車は最終
的に 5位と素晴らしい結果でした。86号車は二輪交換作戦などでシングルを常に競っ
ていましたが、レイン時に他車からの追突や競合チームに合わせたタイヤ交換判断な
どで 12位となりました。

88号車 エンジニア牧野成伸 コメント
スタート担当は青木選手、心配されたシフトトラブルも解消しましたが、レースウィー
ク一番の気温・路面温度上昇によりタイヤの摩耗が気になりました。
予選順位も悪いのでピットスタートを選択して、スタートと同時にタイヤをハードタ
イヤに交換して最後尾から追い上げる作戦、タイヤの摩耗も心配無く 35週目タイヤ無
交換作戦を実行。ポジションアップしました。また、55週目ぐらいから雨もパラツキ、
他車がウェットへタイヤ交換する中、織戸選手がステイを選択、暫定で 7位まで順位
を上げましたが、残り５ラップ の所でフロント左がバースト、タイヤ交換を余儀なく
されました。コースに復帰し 18位でチェッカーを受けました。
今回菅生では予選でのシフトパドルのトラブル、決勝でのタイヤバーストで順位を落
としましたが、チームバックアップは成長していますので、次のレースでさらなる成長、
結果を出します。応援よろしくお願いします。
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88号車 織戸学 コメント
決勝は最後尾に近いグリッドだったので、少し勝負に出ました。タイヤ無交換で行く
為に、スタートはピットスタートを選択。思いのほか上手くハマらずもピットでのタ
イヤ交換無しの選択によって順位を上げる事に成功しました。
途中からレインコンディションへ、強くは降らないだろうとスリックのまま走行、シ
ングルまでポジションをあげて、残り 5周でフロントタイヤがバースト。たぶんコー
ス上のクラッシュ車両の破片を踏んでしまったようです。悔しい。とても悔しい結果
です。次回は、鈴鹿 1000km、昨年も表彰台にのったレース。頑張ります。応援お願
い致します。

88号車 青木孝行 コメント
今回、少し奇抜な作戦を提案しました。予選後列、停止時の T/M保護、タイヤ無交換、
を実行するため、あえてグリッドからでなくピットスタートを選択。ピットでタイヤ
交換後スタートして直ぐに隊列の最後尾につける予定でしたが、GT300のスタートが
予想外に早くピットアウトした時には離れてしまっていました。
それでもタイヤ無交換の作戦は功を奏し終盤 7位まで挽回することができ、確実にポ
イントを取れると思いましたが、、、終盤のアクシデントは不運。今回、ツキが無かっ
たですが、トラブル対策など含め、チーム力と士気は高まっていると感じました。次
の鈴鹿でリベンジします！

87号車 エンジニア市川吉正 コメント
スタートドライバーは吉本選手。前日の予選結果にもめげず両選手ともヤル気モード。
スタート時コースはドライ、路面温度も上昇傾向、予想した温度よりも高くなる中レー
ススタートしました。着実に順位を上げ 13位まで上がってきた時、リアタイヤのトラ
ブルで 26ラップ目に緊急ピットイン。4本タイヤ交換しピットアウト、ポジションを
18位に下げました。
予定していたピットイン周回を変更し 40周目にピットイン。ドライバーは山内選手に
替わり順位を少しずつ上げてきた中、残り 23周目位から雨が降りだし、前を走る車両
のタイムが落ちてきた所をプッシュして 5位まで順位を上げてゴール。ポイントを取
ることが出来ました。
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87号車 吉本大樹 コメント
朝のフリー走行でフルタンクのバランスも確認。ベースは良かったので少しのアジャ
ストをしたのみでレースをむかえました。今回はスタートを担当しましたが、狭い
SUGOでこの予選順位を考えれば序盤に大幅なジャンプアップを必要としました。
スタートから順調にポジションをアップさせていき、3位から連なる集団に追いつき 8
位までジャンプアップすることが出来ました。その直後、左リヤタイヤがバーストし
てしまい、ピットインを余儀なくされたのですが、このタイミングではまだ一人のド
ライバーが走る義務数回周を終えていなかったのでドライバー交代は出来ず、タイヤ
のみを交換し再度コースイン。この時点でポジションは完全に振り出しに戻ってしまっ
た形となり、通常であればポイント圏内へも届かない展開でした。ここからハッキリ
とした状況も分からない中、とにかくプッシュし続け順位を挽回したところで再びピッ
トイン。山内選手へとドライバー交代を行いました。
全ての車両がルーティーン作業を終えた時、今回のマシンは速さがあるものの、20位
とポイントすら遠いポジションでしたが、期待していた雨が降ったことで展開が変わ
りました。過半数のマシンがウェットタイヤへ交換する為にピットイン。これでまず
大幅にポジションをアップ。序盤にバーストしてロスした一回分のピットストップを
事実上帳消しすることが出来ました。更に、ウェット路面でのスリックタイヤという
難しいコンディションの中、山内選手が素晴らしいペースで走り続けてくれた結果 5
位まで追い上げることができ、取りこぼしかけたポイントを獲得することができまし
た。
雨が強まらなかった事も大きいですが、このコンディションで山内選手が粘り続けた
事、スタートから誰もが一度も諦めなかったこと、攻め続けた事が大きかったです。
勿論、予選でのトラブルが無ければ、決勝でタイヤがバーストしなければもっと良い
結果は出ていましたが、そんな一筋縄ではいかなかったレースを取りこぼさずにポイ
ントを獲得できたこと、マシンバランスが非常に良かったことは今後のレースに生き
てきます。

87号車 山内英輝 コメント
スタートドライバーは吉本選手が担当。スタートから順調良く 20位から 8位までポ
ジションアップしたのですが、28周目にタイヤがバースト。ミニマムラップを越えて
いなかったために、自分とドライバー交代できずタイヤだけ交換して再スタートしま
した。
その数周後ドライバー交代。コースに戻った時、ポジションは 20位。ポイント圏内に
も遠かったのですが、交代後すぐに雨が降り出し恵みの雨となりました。マシンも好
調で、毎ラップの勢いで前の車両を抜きチェッカーの時には 5位までポジションを上
げていました。
予選のトラブルとバーストが無ければ、もっと良い結果が出てたと思います。マシン
は好調、ドライバーも勢い付いて波に乗りました。後はチーム全体で流れを掴むのみ
です。何一つミスのない完璧な週末を送れるようにしていきたいです！
次回は1000キロと長いレース。長ければ長いほどミスも出やすくなると思います。チー
ムの意識力も高め、常に上位争いが当たり前になるようにしていきたいと思います。
次戦も応援よろしくお願いします。
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86号車 エンジニア平井成治 コメント
スタートはいつも通り山西選手が担当、決勝のコンディションでは若干アンダーステ
アが強くなり、乗り辛くなってしまいました。4輪交換を基本的な作戦としていまし
たが、オプションとして考えていたリヤ 2輪交換がメリット有りと判断して途中で作
戦変更。それが上手くはまり給油時間を考慮しても最低限のポジションダウンで細川
選手に交代することが出来ました。
中盤、雨が降り出した時に後続車両に追突されてポジションダウンをしたのをきっか
けにウェットタイヤへの交換を決断しピットイン。しかし、雨が小降りになってしまっ
たため、ポイント圏外でのチェッカーとなってしまいました。
今回のレースでは車両のセットの方向性を含め、多くの発見のあったレースでした。
今回の結果を前向きに考え、次回のレースに備えたいと思います。

86号車 山西康司 コメント
内圧の問題で僕らは予選程速くなかったので戦略を駆使して 6～7位を走行していた終
盤、雨が降り上位を争う他車のピットインに合わせてタイヤ交換。その後雨は強まら
ず忘れることの出来ない悔しいレースとなりました。

86号車 細川慎弥 コメント
前半は山西選手が粘り強い走りでポジションキープをしてくれました。ドライバーチェ
ンジを行った後は、リヤ 2本交換だったわりにはバランスも悪くなく周回を重ねてい
ました。
雨が降り始めスリックで我慢するかレインタイヤへ交換するかの判断をピットから任
せられピットインを決断‼しかし、インラップの 1コーナーで 3号車にプッシングを
されてしまいコースアウト。そのあとレインタイヤに替えたが雨は強くならずにポジ
ションダウンをしてしまいました。
結果的にはドライタイヤで我慢した車が上位にいきました。結果として判断ミスになっ
たのですが、あの場面で判断が遅れてあとで後悔するより良かったと自分では思って
います。ただピットともっとコミュニケーションをとる必要があったことは反省点で
す。次の鈴鹿は長いレースなのでピット戦略も大事になってきます。今回の反省を結
果に繋げたいと思います。

監督 コメント
<<88 号車 >>
今回、菅生は期待していました。ダウンホースも増え “菅生にはかなり合うだろう ”と
想定していました。しかし、思わぬ電気トラブルがあり、大切な予選を無駄にしてし
まい本当に残念でした。結果は大ギャンブル（ピットスタート選択）にて 90％成功し
ましたが、終盤タイヤのバーストにて苦しい結果に終わってしまいました。織戸選手、
青木選手 2人のドライバーには敬服の至りです。

<<87 号車 >>
予選のホイルの緩みがなければ、上位は間違いなかったでしょう。今回、山内選手、
吉本選手の両ドライバーは非常によく車に乗れていたと思います。それ故、小さなト
ラブルで予選をダメにしてしまったことは大変悔やまれます。決勝は吉本選手の粘り
強いドライブ！山内選手のカミソリのようなドライブ！素晴らしいレースを見させて
いただきました。

<<86 号車 >>
予選、決勝共に今回は、普通の戦いをしてしまいました。本来、山西選手、細川選手
と共にメンテナンスチームは “NO1” を目指してもおかしくないチームです。後半戦、
勝ちにこだわって下さい。 6 / 7
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